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　　アインシタイン説の観究観潤
　昨年頃から来國クリーヴランド市ケー
ス二巴校教授1ミラー（Dayton　C。　Miller）
が主張してゐゐ説によi’tilr，宇宙エーテ
ルぱ地球ビ多少異なる運動なしてみろこ
tが，同氏のヰルソン山上に於けろ二二
によって確かめられナこtいふのであって
若し之れが本統ならば，有名なアインシ
タイン氏の相封原理が破れるこビ［：もな
しハ近頃，世界の数理學界の話題を賑に
してみろ．しかるに，最近報によれば，
ベッジク國プ、〕ユセル大學のU．カー一　）V
（A，PiCard），スターツ（E．　Stahl）爾博士
が此の憶測．6e企てS，二二器の自記装置
為輕氣球に載ぜずこまS一マイル牛も高い
空1二掲げiこが，其の結果に嫁ろ電，ミラ
ー氏の言の如き高度i：ようエーテルの流
動の相逗ば認められなかつナこ・又・来國
に於いても，パサデナ市の加州工特院の
ケネディ　（Roy∫・K：ennedy）↑専＝｛rカミ僅々
13ブイト問の光線によって潮測しナこ結果
ミラー氏の實瞼は光線が長過ぎて（ミラ
ー氏〔脚0ブイト），氣塵等の不規則な影
響た受け，其のナこめ［：エー’テ1レの流動が
あろやうに談解され六のであらう定い
ふ故に若し此のビカール’氏やケネディ氏
の研究が正しいものならば，相封原理S
相抵燭しないわけであろ，（山本）
　　　量りカン光線は銀河から？
　来園随一の物理學者ミ可カン（R．A．
Millikan）博士が，1923年以來諸所で行つ
ナこ試瞼により，全宇宙の四方入方から，
讐通の光波の10000000分の一ぐらみの
波長を持つ極短電波が地球へ來てるろ：
報
定為過割けこ～一輪の事ば既に本誌第
6巻（第67號）第430頁に記けこ所であ
る．此の事ば近來世界中に評判されて，
一般【こ「ミリカン光線」（Millikan　Ray）ピ
呼ばれてみろ。
　尤も此の種の光線な最初に獲見したの
It，上記のミリカン氏よりも，　ドイ．ツ國
のコールヘルスタア（Werner　Kolhoerster）
博士であろεも言ばれるが，最近此のコ
1ルへ）Vスタア氏ば，助手フナン。ザー一
可ス（Gqber亡von　Saエfs）氏ミ共〔＝nスヰ
ス國ユングフラウ峯の氷河上に於いて此
の不思議な光線な襯測しナこ．それ［：vaる
ミ，光線に宇宙の何れの方面からも，二
二な強さで來るのでば無くて，特に銀河
の方面から亡・叉，アンドロメ座・mpへ）V
〃レス座の方陶からもが最も強力であろ
ビいふして見る亡此の光線匡銀河や一二
の渦巻星雲の方から主ミして獲射ぜられ
てるうものざ，思1下れる．（山本）
　　　測地學地球物理學國際同盟
　　　第3回縮會
　　此の総會に
第1回た（1922年5月）イタ1）ヤ國ロマ市
　で開き，吾が國から匡李山信，木村榮
　爾博士が代表illして出席ぜられ・
第2回目（1924年10月）スペ／ン國マド1）
　ド市で開き，吾が代麦ミして田中館愛
　橘，．松山基範，大谷亮吉，山本一清の
　諸氏が出席ぜられ六が，前団の決議に
　より
第3回た（1927年9月上旬），チエ〃國プ
ラーグ市で開くこeざなり，我が國より
　は代表者εして，田中館愛：橘，大石和
　三｝郡，橋元昌臭諸氏が派遣ぜられるこ
　Eに決定しナこ由．（山本）
